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　◆研究キーワード　／　Keywords

　◆研究内容　／　Research Pursuits

2004 年から継続して、自然に対する感謝感情の要
因と関連変数について、日本とタイとの比較を通し
て検討している。本年度は、2006 年の予備調査にも
とづき、自然への感情と環境保護態度との関連を調
べるために日本の大学生を対象として実験を実施し
た。また、その結果の公表のための準備作業を行った。

　Since 2004, I have engaged in collaborative　
research on gratitude with researchers in　Thailand. 
Based on the findings of our　preliminary study 
in 2006, we developed measures of gratitude and 
regret in the IAT form.

道徳性／感謝心／道徳的感情／自然
morality ／ gratitude ／ moral emotion ／ environment
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　◆メッセージ

　◆研究計画

　心理学のテーマは、私たちの日常のなかにも多く見出すことができます。大学は、それをより確かな方法で
探究する場です。心理学にはいろいろな方法があります。問題意識を大切にしつつ、方法を学んでいく意欲を
持ち続けてください。

　道徳的感情、なかでも感謝心について、その発達的様相を、アジア諸国との比較研究と観察や実験研究を組
み合わせることにより明らかにする。感謝心に関する共同研究。

学部では、教育心理学に関連する講義、演習を担
当し、大学院では、道徳性に関する授業を担当した。
学部の演習では、思いやりをテーマとしつつ、コメ
ントの作り方に焦点を当てた授業を実施した。

　I had classes of Psychology Course in the 
undergraduate course and the graduate course: 
lectures on Educational Psychology, Introduction 
of Psychology with other faculties, and seminars 
on Educational Psychology. In the seminars, 
moral development and pro-social behaviors were 
selectively focused as main themes.




